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問題は次のページから始まります。



　音と光は、性質がよく似ています。音と光について、次の各問いに答えなさい。

問１�　音が空気中を伝わる速さは気温によって変化して、気温が１℃上がるごとに秒速 0.6ｍ
ずつ速くなる。

　　（1�） 気温 ０℃のとき、音が伝わる速さは秒速 331.5ｍである。気温 20℃のとき、音が伝わ
る速さは秒速何ｍか、答えなさい。

　　（2�） 光はとても速く伝わるので、光が出ると同時に目に入るものとする。気温 ０℃の冬
の夜に花火大会があり、花火が見えてから４秒後に音が聞こえた。花火までの距

きょ

離
り

は何
ｍか、答えなさい。

問２�　音は海水中では秒速 1500ｍで伝わる。音を使うと、海の深さや魚の群れがいる位置を
測ることができる。

　　（1�） 音の性質のうち、どのような性質を利用することで、海の深さや魚の群れがいる位置
を測ることができるのか、次の（ア）～（エ）の中から２つ選び、記号で答えなさい。

　　　　（ア）　振
しん

動
どう

して伝わる性質　　　（イ）　まっすぐ進む性質
　　　　（ウ）　吸収されやすい性質　　　（エ）　反射する性質

　　（2�） 海上で止まっている船から海底に向かって音を出したら、３秒後にその音がもどって
きた。この場所での海の深さは何ｍか、答えなさい。

問３�　光は、空気中から、水やガラスに入ったり出たりするときに、その境目で進む道すじが
曲がるという性質がある。これを光の屈

くっせつ

折という。光が屈折するのは、光が、ガラスや水
の中では空気中よりもゆっくり伝わるからである。伝わる速さが変わると、光が屈折する
ことは、次のように説明することができる。

　コンクリートの道路から砂場に、図１のようなひと組の車輪が入っていくようすを考
えてみよう。図２～４は、真上から見たようすである。図２のように、砂場にまっすぐ入っ
た場合は、そのまままっすぐ進む。図３のように、砂場にななめに入ったときは、両輪
のうち先に砂場に入った車輪は進みにくくなる。両輪の進む速さに違

ちが

いができて進行す
る方向が曲がる。図４のように、砂場から道路に進むときも、進行する方向が曲がる。
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　　�　ガラスなどでできたレンズやプリズムは、光の屈折を利用したものである。図５はプリ
ズムの断面を拡大したもので、図の矢印は光の進行方向を表している。図５で光が入って
出ていく道すじを（ア）～（ウ）と（エ）～（シ）の中からそれぞれ選び、記号で答えなさい。
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問４　音も光と同じように、伝わる速さが変わると屈折する。
　　�　昼間よく晴れていた冬の日の夜、遠くの電車が走る音は、昼間よりもよく聞こえる。次
の文章は、冬の夜の音の聞こえ方について説明したものである。［ ① ］～［ ⑤ ］にあてはま
る言葉をそれぞれ選び、答えなさい。また、［ ⑥ ］は２～４の数字のいずれかを答えなさい。

　　�　音の伝わる速さは気温によって変わるが、光が屈折する場合のような速さが変化する
はっきりとした境目はない。地面から高層ビルくらいの高さまでの上空を考えたとき、地
面の近くから上空に向かって気温はゆるやかに変化して、音の伝わる速さもゆるやかに
変化する。昼間よく晴れていた冬の日の夜は、地面の近くと上空では、［ ① 地面の近く・
上空 ］の方が冷たい。［ ① ］の方が、昼間の太陽からの熱によって、あたたまり［ ② や
すく・にくく ］、冷め［ ③ やすい・にくい ］からである。したがって、地面から、温度
の［ ④ 高い・低い ］上空に向かう音の伝わる速さは、だんだん［ ⑤ 速く・おそく ］なり、
音は問３の屈折を説明する図［ ⑥ ］のように進んで伝わる。
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　ある濃
こ

さの塩酸と、ある濃さの水酸化ナトリウム水
すい

溶
よう

液
えき

を、表１のような体積で混ぜ合わ
せた水溶液 ①～⑥を作りました。また、水溶液 ①～⑥ を熱して水をすべて蒸発させたところ、
表１に示された重さの白い固体が残りました。次の各問いに答えなさい。

表１

混ぜ合わせた水溶液 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

塩酸の体積［cm3］ 40 40 40 40 40 40

水酸化ナトリウム水溶液の体積［cm3］ 20 40 60 80 100 120

残った固体の重さ［g］ 1.6 3.2 4.8 6.4 7.5 8.6

問１�　水溶液 ①～⑥ にＢＴＢ溶液を加えたところ、緑色に変化したものがあった。どの水溶
液か、①～⑥ の中から選び、記号で答えなさい。

問２�　水溶液 ①～⑥ を熱して残った白い固体の中に、２種類の固体が混ざっているものがあっ
た。２種類の固体が混ざっているものを ①～⑥ の中からすべて選び、記号で答えなさい。

問３�　水溶液の中に入っている塩酸、水酸化ナトリウム、食塩のようすを●、△、□を用いて
図に表したい。□を水酸化ナトリウムとすると、水溶液 ②～⑤ はどのようになるか。
次の（ア）～（カ）の中からそれぞれ選び、記号で答えなさい。ただし、同じ記号をくり返
し選んでもよい。

S
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図２

図５

標高0m

ここまで
空気がある

②

N

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）

問４�　水溶液①～⑥にそれぞれアルミニウムの粒
つぶ

を多量に加えると、気体が発生しなくなった
後も、アルミニウムの粒が残っていた。

　　（1） 発生した気体は何か、答えなさい。

　　（2�） 発生した気体を試験管に集めて、（1）の気体であることを確かめるために、簡単な
実験をしたい。どのような実験をすると、どのような結果が得られるか、それぞれ答え
なさい。

　　（3�） 水溶液 ① から発生した気体は１Ｌ、水溶液 ⑥ から発生した気体は２Ｌであった。水
溶液 ⑤ から発生した気体の体積は何Ｌか、答えなさい。

　　（4�） 40 cm3 の塩酸に加える水酸化ナトリウム水溶液の体積と、発生する気体の体積の関係
をグラフに表すと、どのようになると考えられるか。解答欄

らん

にかきなさい。

２
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３ は次のページから始まります。



　華子さんは、春にアサガオの種子をまいて１年間育てました。アサガオの生長について、�
それぞれの季節に様々なことが観察されました。次の各問いに答えなさい。

問１�　春にアサガオの種子をまいたところ、図１のような芽
が出てきた。茎

くき

の断面図と根のつくりについて、図２の
どの組み合わせが正しいか、表１の（ア）～（エ）の中か
ら選び、記号で答えなさい。

表１
茎の断面図 根のつくり

（ア） （a） （c）

（イ） （a） （d）

（ウ） （b） （c）

（エ） （b） （d）

問２�　初夏に華子さんは、ふ入りの葉を見つけた。華子さんはこの葉を用いて、以下の光合成
に関する実験をおこなった。

　　【手順】
　　１．アサガオを暗室に一晩おいた。
　　２�．翌日の早朝に、アルミニウムはくで図３のように葉の

一部をおおった。
　　３．アサガオを、日光がよく当たるところに数時間おいた。
　　４．アルミニウムはくを外した図３の葉を、熱湯に浸

ひた

した。
　　５�．４の葉を温めたアルコールに入れて白くなるまで脱

だっ

色
しょく

した。
　　６．５で白くなった葉を  ①  液に浸した。

　　【結果】�　脱色した葉の一部分に色の変化が見られ、色の変化がなかった部分もあった。色
が変わった部分は、 ②  色になった。

	
　　【考察】�　 ①  液に浸したときに葉の一部が  ②  色になるのは、その部分に  ③  が

存在するためである。この実験から、光合成には葉の中でも  ④  色の部分に、
⑤  が当たることが必要だと分かった。

　　（1） 上の文章の  ①  ～  ⑤  に当てはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

　　（2�） アサガオの葉の中でも、 ①  液によって色が変わっ
たのは特定の部分だけであった。色が  ②  色に変
わった部分すべてに、図４の例にならって斜

しゃ
線
せん
をひき

なさい。

３
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問３�　華子さんは、図書館でめずらしいアサガオの記事を見つけた。普
ふ

通
つう

はつぼみをつくらな
い背

せ

丈
たけ

のアサガオを、暗い押
お

し入れに移して育てると、図５のようにすぐにつぼみをつく
り、花を咲

さ

かせるという内容であった。華子さんはアサガオのつぼみがつくられるとき、
光の当たり方がどのような影

えい

響
きょう

を与えるのかを知るために、以下の実験をおこなった。

　　�　華子さんは、まだつぼみのないアサガオを用意し、図６のようなＡ、Ｂ、Ｃの条件で育
てた。その結果、ＡとＣではつぼみはつくられなかった。Ｂにはつぼみがつくられた。こ
の実験の考察として適切なものを次の（ア）～（エ）の中から選び、記号で答えなさい。

　　（ア）　１日の中で、連続して光の当たった時間が、一定時間より短いとつぼみをつくる。
　　（イ）　１日の中で、光の当たった時間の合計が、一定時間より短いとつぼみをつくる。
　　（ウ）　１日の中で、連続して暗かった時間が、一定時間より長いとつぼみをつくる。
　　（エ）　１日の中で、暗かった時間の合計が、一定時間より長いとつぼみをつくる。

問４�　秋になるとアサガオの地上部や根は枯
か

れてしまい、種子だけが残った。アサガオと同様
の冬の越

こ

し方をするものを、次の（ア）～（エ）の中からすべて選び、記号で答えなさい。

　　（ア）　ヒマワリ　　　（イ）　タンポポ　　　（ウ）　サツマイモ　　　（エ）ヘチマ

問５�　華子さんは植物だけでなく、植物と虫の関係についても勉強したところ、植物と虫の関
係には様々な種類があることがわかった。たとえば、カイコの幼虫がクワの葉を食べるよ
うに、虫が植物を食べるような関係があった。一方でレンゲとミツバチの成虫のように互

たが

いに利益をもたらす関係もあった。

　　（1�） レンゲとミツバチの成虫のような関係を、共生関係という。レンゲとミツバチの関係
において、①レンゲがミツバチに与える利益と、 ②ミツバチがレンゲに与える利益をそ
れぞれ簡単に答えなさい。

　　（2�） ①虫が植物を食べる関係のものと、②植物と虫が（1）のレンゲとミツバチの成虫のよ
うな共生関係にあるものを、次の（ア）～（オ）の中から１つずつ選び、記号で答えなさい。

　　　（ア）　ダイズとカマキリ　　（イ）　カボチャとハナアブの成虫　　（ウ）　イネとイナゴ
　　　（エ）　イネとアキアカネ　　（オ）　ヒマワリとセミの成虫

A

B

C

０時間
17時間 ７時間

14時間 10時間

13時間50分 ５時間
10分

暗くした
光を当てた

５時間

24時間

図５ 図６
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　表１は、地球から肉眼で見ることができる惑
わく

星
せい

の特
とく

徴
ちょう

をまとめたものです。これらの惑
星は、太陽の周りを異なる速さで同じ方向にまわっています。惑星が太陽の周りを１周するの
にかかる日数を公転周期といいます。図１は、水星、金星、地球が太陽の周りをまわるようす
を表しています。図２は、地球と火星が太陽の周りをまわるようすを表しています。次の各問
いに答えなさい。

表1 地球から肉眼で見ることができる惑星の特徴

水星 金星 地球 火星 木星 土星

太陽からの距
きょ

離
り

〔地球と太陽の距離を１とした値〕 0.39 0.72 1 1.52 5.2 9.55

惑星の半径〔km〕 2440 6052 6378 3396 71492 60268

公転周期〔日〕 88 225 365 687 4333 10795

図１ 図２
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地球
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（ウ）

（エ）

（エ）
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問１　表中の惑星のうち、地球よりも直径が小さいものをすべて選び、答えなさい。

問２�　図１の水星が太陽の周りを１周してもとの位置にもどったとき、●の位置にあった地球
は◯のどの位置にあるか。（ア）～（オ）の中から選び、記号で答えなさい。

問３�　地球と太陽は 1.5億km 離
はな

れている。水星は太陽から何 km 離れたところにあるか。�
次の（ア）～（エ）の中から選び、記号で答えなさい。

　　（ア）　2440万km　　　（イ）　3900万km　　　（ウ）　5850万km　　　（エ）　7400万km

問４�　金星と地球が最も遠い位置関係にあるとき、地球と金星は何億 km 離れているか、答え
なさい。

４
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問５�　地球と火星が図２の●の位置にあるとき、火星は地球からどのように見えるか。次の（ア）
～（エ）の中から選び、記号で答えなさい。

　　（ア）　日
にちぼつ

没ごろに東の空からのぼってくる。　（イ）　日の出ごろ、南の空に見える。
　　（ウ）　夕方に西の空に見える。　　　　　　　（エ）　真夜中に東の空からのぼってくる。

問６�　ある年の１月１日に火星が図２の●の位置にあるとき、翌年の１月１日には火星は図中
の◯のどの位置にあるか。（ア）～（エ）の中から選び、記号で答えなさい。

問７�　2016年８月24日には、土星と火星とさそり座の１等星
（図３の➡）が一直線に並んで見えた。このさそり座の
１等星は火星と同じように赤く明るく見えるため、「火
星に対

たいこう

抗するもの」という意味から名づけられた。この
１等星の名前を答えなさい。

問８�　地球は火星よりもはやく公転しており、地球と火星は約２年２か月ごとに接近する。火
星が太陽の周りをまわる通り道は完全な円ではなく、地球と火星が接近したときの距離は
年によって異なる。図４は、地球と火星の通り道を正確に表したものである。また、2014
年から2027年にかけて地球と火星が接近したときの位置関係と、火星の方向に見える星座
も示している。2016年５月31日には、地球と火星は●の位置にあり、距離は7528万kmで
あった。このとき、火星はてんびん座の方向に見えた。

　　　次の①～④の文について、正しければ○、まちがっていれば×をそれぞれ答えなさい。
　　①　2020年10月には、火星はうお座の方向に見える。
　　②　2029年４月には、火星はおとめ座の方向に見える。
　　③�　2014年から2027年の間で、火星が最も大きく明るく見えるのは、火星がふたご座の方

向に見えるときである。
　　④�　地球と火星が接近した日の１年後には、火星は太陽の方向にあるため、真夜中に火星

を見ることはできない。

図４
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図３
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理科の問題は以上です。
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